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(出典:9.11⽶同時多発テロ 写真特集 JIJI.com 
https://www.jiji.com/jc/d4?p=tro813&d=d4_int)

(出典:リーマン・ショックから雇⽤が回復していない仕事ワースト20
BUSINESSINSIDER
https://www.businessinsider.jp/post-201502)

(出典:東⽇本⼤震災 100枚の記録 写真特集 JIJI.com 
https://www.jiji.com/jc/d4?p=lat216&d=d4_quake)

(出典:ドナルド・トランプ Wikipedia
https://ja.wikipedia.org/wiki/)

この20年間にわたって、様々なリスクの炸裂・変動が起こりました

2001年 2008年 2011年 2017年

9・11同時多発テロ リーマン・ショック 東⽇本⼤震災 トランプ⽶⼤統領誕⽣

https://www.businessinsider.jp/post-201502
https://www.jiji.com/jc/d4?p=lat216&d=d4_quake
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%8A%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97
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そして、2020年「新型コロナウイルスによるパンデミック発⽣」等々、
世界はリスクに満ち溢れています。

(出典:新型コロナウイルスのワクチン、いつ誰がどうやって使えるようになるのか
BBC NEWS https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-54143093)

https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-54143093
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なぜ今、「先⾏指標」が重要なのか

裏を返せばそうしたリスクの発⽣を
先取りすることで、巨額の利益を得ることもできた

実際にその様にして利益確定した“勝ち組”もいる

「先⾏指標（Early Warning Signal（EWS）」を
誰よりも先に掴み取ることで差がつく
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結果どうだったのかを⾒る指標が「遅⾏指標」ではなく、
先⾏きがどうなるかを予測できる「先⾏指標」が重要です
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仮に、「先⾏指標」を予め察知していれば・・・

152％↑

18,917
(2020/3終値)

28,860
(2021/5終値)

⽇経平均連動型のインデックス投資だけでも、
株価の値上がりを受けて⼤幅な利益を得ることが可能でした︕
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マーケットで勝ち抜き、資産形成を着実にするのに必要なのは「先⾏指標」です
でも・・・、簡単に取れるものでもありません

我が国のマスメディアには「先⾏指標」が掲載さ
れていません

むしろ「何かが起きてからそのことについて報じる」と
いう意味での「遅⾏指標」だけなのです
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我が国のマスメディア、特に⾦融・経済メディアが報じる内容だけを鵜呑みにして
いても、マーケットで勝つことはほぼ不可能です

第⼆次世界⼤戦敗戦を経て、占領軍（GHQ)
としてやってきたアメリカが⼿掛けた我が国のマス
メディアに対する徹底的な管理政策

“あくまでも占領統治のために必要な事実関係だ
けを抜き出し、国⺠に対して刷り込む”(出典:ダグラス・マッカーサー

Wikipediahttps://ja.wikipedia.org/wiki）

https://ja.wikipedia.org/wiki
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⼀⽅で、世界のメディアには「先⾏指標」のヒントが溢れかえっています

「先⾏指標」を数多く報道するメディア、マーケットでこれから起きることについて
端的に指摘してくれる便利なメディアもあります

https://www.handelsblatt.com/ https://www.theguardian.com/international
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https://www.washingtontimes.com/

https://www.nzz.ch/

出来事が起きる前に、「先⾏指標」となりうる事項を報じています

https://www.washingtontimes.com/
https://www.nzz.ch/
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世界のメディアには「先⾏指標」のヒントが溢れかえっている、
3つの構造的な理由があります

マーケットは英⽶、欧州を中⼼に展開しており、重要な意思
決定に現在我が国の関係機関・企業が関与出来ていない

1870年代以来、世界は英独仏3か国に本拠地を置く
通信社によって3分割されており、我が国では英(⽶) 系の
メディア報道ばかりが流れている

Ø 独仏系のメディアの情報は流れない

⾦融マーケットにおいても、厳格な「消費者保護のルール」
があるために、⾦融関連のメディアはこれから起きる可能性
が⾼い⽅向に論ずるよう努⼒する作⽤が⽣まれる

Ø 事前報道は誤った⽅向への誘導に抑⽌がかかりやすい
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https://www.handelsblatt.com/meinung/kommentare/kommentar-
ether-koennte-bald-wichtiger-sein-als-bitcoin/27161486.html

ドイツ handelsblattが2021/5/5(ベルリン時間)に配信
この時点でイーサリアムは 370,883円

Ø 「イーサは間もなくビットコインより重要になるかもしれない」

1週間後である12⽇に最⾼値（440,277円）をマーク
1週間で18.7%パーセント上昇

Ø 【1000万円投資していればたった1週間で187万円も
資産を増やすことが出来たということ︕】

その後は急落し、「空売り」をする絶好のチャンスが到来した
（さらに利益確定が出来た）

「先⾏指標」を使ってマーケットに打ち勝つことが出来た直近の例

これが「消費者保護の観点から先⾏報道には⼀定の配慮
がなされる典型例」

https://www.handelsblatt.com/meinung/kommentare/kommentar-ether-koennte-bald-wichtiger-sein-als-bitcoin/27161486.html
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https://www.washingtontimes.com/
（情報源としてアメリカの各種情報機関がいるのではないかと考えられているサイト。リーク報道が多い。）
https://www.mcclatchydc.com/
（アメリカの政界における動きを時に深く切り込むことで知られるメディア。特殊な報道も多い。）
https://www.zerohedge.com/
（アメリカ右派の⾦融サイト。ただし特定のイデオロギー⾊というよりもエスタブリッシュメントに切り込む特殊情報が多い。）
https://nsarchive.gwu.edu/
（アメリカ最⼤のアカデミズム系情報公開分析サイト。ここで記事掲載された地域について動きが⽣じることが多い。）
https://www.shine.cn/
（上海発であることに加え、中国政府の考えがマイルドな形で分かるサイト。中国による次の⼀⼿を読み取る材料となる。）
https://www.straitstimes.com/global
（シンガポールの代表的な英語メディアであるが、⼤きな意味で華僑勢⼒のヒト・カネの動きを⽰す報道が多い。）
https://www.theguardian.com/international
（イギリスにおける⾼級紙であり、同時に調査報道で知られるメディア。Wikileaksと提携したことでも知られる。）
https://www.handelsblatt.com/
（ドイツにおける「⽇経新聞」に相当するメディア。ただし先⾏報道を⼤胆に⾏うことで知られており、「先⾏指標」が多数。）
https://www.nzz.ch/
（世界有数の⾦融街があるチューリッヒ発のメディア。スイス国内よりも諸外国に関する精緻な分析・先⾏報道が多数。）
https://www.lefigaro.fr/international
（フランスで最も古い⽇刊紙。英⽶とは違いラテン系の⾒⽅が出来る。フランスのマジョリティの意⾒が多数。）

【特別資料】
プロが選んだ

「先⾏指標」をとらえることの出来る無料メディア例 ⼀覧リスト

https://www.washingtontimes.com/
https://www.mcclatchydc.com/
https://www.zerohedge.com/
https://nsarchive.gwu.edu/
https://www.shine.cn/
https://www.straitstimes.com/global
https://www.theguardian.com/international
https://www.handelsblatt.com/
https://www.nzz.ch/
https://www.lefigaro.fr/international
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「先⾏指標」を掴んで成功したい⽅へのご案内
〜1年間で「400万円を1億円にした成功例」もあります︕
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• 「先⾏指標を掴み取って⾃ら成功したい」と御考えの⽅に朗報です。

• この資料でご説明した「マーケットで勝ち残るため先⾏指標」を平⽇毎⽇分析し、「勝つための分析」を提⽰さ
せて頂いているのが弊研究所の会員制サーヴィス「原⽥武夫ゲマインシャフト」です。

• 創設より14年（2021年現在）継続している注⽬の会員制サーヴィスであり、900名以上の経営者から
サラリーマン、そして⼀般の主婦の⽅々まで様々な皆様が会員となっていらっしゃいます

• 弊研究所はいわゆる「投資顧問」ではありませんが、この資料でご説明させて頂いた
「先⾏指標」を世界の誰よりも早くピックアップし、会員の皆様に提⽰させて頂くことで定評があります

• そうした「先⾏指標」分析をベースに1年間で元⼿400万円を1億円（︕）にされた⽅もいらっしゃいます。

• 現在、最⾼ランクであるゴールド会員（⽉額13万2千円）の皆様へのサーヴィスを2週間「完全無料」で
ご提供させて頂く「トライアル会員」を募集しております。数に限りがございます。今すぐ御申込下さい

こちらからお申込み下さい→



トライアル会員の、「サーヴィス内容」は以下の通りです

⽉〜⽊曜⽇は15分の
⾳声テキスト

⾦曜⽇は50分ある
⾳声テキスト

⽉に1回刊⾏される
皆様に今知って頂きたい
テーマをお届け

今この瞬間
何が起きているのか
毎⽇お届けする
分析レポート
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企業情報
商号 株式会社原⽥武夫国際戦略情報研究所

Institute for International Strategy and Information Analysis, Inc.（略称︓IISIA）
代表取締役
最⾼経営責任者 原⽥武夫

常勤監査役 原⽥京⼦

事業内容

国内外情勢に関する調査研究及び教育活動並びに経営コンサルティング業

マーケットとそれを取り巻く国内外情勢に関する分析とそれに基づく未来シナリオの提⽰をする中で、
ヴィジョンに掲げる「Pax Japonica」（※1）の実現のための活動を展開する独⽴系シンクタンク。
原⽥武夫（代表取締役CEO。2005年まで12年間、外務公務員I種職員として外務省に勤務）が2007年に設⽴
登記。主に全国の中⼩事業主をメンバーとする会員制サーヴィス（会員数865名（2021年３⽉現在））を軸に、
創業以来急成⻑を続けている（2019年度売上は前年⽐145％）。⽇々発信する調査分析レポートは、2015年7
⽉よりトムソン・ロイターでも配信されている。また⽶ペンシルヴァニア⼤学のローダー研究所主催のシンクタンク評価
『Global Go to Think Tank Index Report』2020年度版の「注⽬すべきシンクタンク（Think Tank to 
Watch）」カテゴリにおいて、⽇本から唯⼀31位にランクイン、2019年度からランクアップを果たすなど、グローバル社会に
おいても⾼い評価を受けている。なお、ファウンダーである原⽥武夫は2020年度に東京⼤学教養学部・学⽣⾃治体公
認の⾃主ゼミを開講。2021年度は同学部において正規単位認定の「全学研究ゼミナール」を担当
※1︓直訳は「⽇本による平和」。現状は「課題先進国」である我が国が今後、多様な社会問題の包括的かつ斬新な解決を図らざるを得なくなることで、同様の
問題を続々と抱え始める諸外国のモデルへと昇華し、もって新世界秩序が構築されることになるというコンセプト

資本⾦ 3,000,000円（2015年1⽉現在）
本社所在地 〒100-0005 東京都千代⽥区丸の内⼆丁⽬3番2号 郵船ビルディング 3F

https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%80%92100-0005+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%8D%83%E4%BB%A3%E7%94%B0%E5%8C%BA%E4%B8%B8%E3%81%AE%E5%86%85%EF%BC%92%E4%B8%81%E7%9B%AE%EF%BC%93%E2%88%92%EF%BC%92+%E9%83%B5%E8%88%B9%E3%83%93%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0/@35.6815282,139.7605385,17z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x60188bf9d8b88cb1:0xe0c5dd71e02bdfe7!8m2!3d35.6815558!4d139.7627321
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• ⽶国ペンシルバニア⼤学の「評価すべき世界のシンクタンクランキング」において
2年連続、⽇本で唯⼀選出されております

弊研究所のケイパビリティ①︓シンクタンクとしてのグローバル評価

【世界で注⽬すべきシンクタンク・ランキング（Think Tank to Watch）2020 について】
主催︓ ペンシルバニア⼤学ウォートン校ローダー研究所
ランキングレポートの詳細（英語）︓ "2020 Global Go To Think Tank Index Report" by James G. McGann (upenn.edu)
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• Business 20サミット（B20）のコミッティメンバーであり、
Council for Inclusive Capitalism with the Vatican に正式加盟

弊研究所のケイパビリティ②︓グローバルのネットワーク
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公式ホームページ

https://haradatakeo.com/

https://haradatakeo.com/
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会員様からの声
• “元外交官・原⽥代表の独⾃のネットワークに基づく⾮公開情報も踏まえ、社会の
裏側の出来事から経済動向予想を⽴てていることで、起こりうる未来に対して先ん
じて考えられる“

• “分かりやすく理論的で信頼ができて先が分かるので⾏動がしやすい“

• “井の中の蛙にならずに、マーケットだけではなく地政学やグローバルアジェンダなども
踏まえて、より俯瞰して独⾃の視点で組み合わせができることで、⾃分がどういう
⼼構えで臨めば良いのかを知ることができる“

• “今後の⽇本の⾏く末を明確に提⽰し、⽇本だけでないグローバルの⾒通しとそれ
が企業や個⼈に与える影響を幅広いリソースから提⾔していただけるので、“思考
の補助線”として活⽤できる“

• “個々の商品だけではなく、会員サービスを受けられるとリアルタイムに初⼼者にもベ
テランにも向いている“

Voice of 
Customer


